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Abstract. A single specim巴nof AlI1phipriol1 lI1elal10pllS was collected off Hakamagoshi， Sakura-

jima， Kagoshima Bay， sOllthern Japan. The species is characterized by having a broad horizontal 

white bar on the head sides， and th巴blackpelvic and anal fins. Becallse the species is known from 

the western central Pacific from GlIam to AlIstralia， and has never been recorded from Japan， we 
I巴gardA. lI1elal10pllS from Kagoshima Bay to b巴anintrodllced species in Japan. The species was 

described on the basis of the collected specimen and 1巴portedhere as th巴introdllcedspeci巴sin 

Japanese waters 

Key wOl'ds: introdllced species， Amphiprioninae， AlI1phipriol1 ephippillll1 compl巴x，AlIlphiprioll 

川 elal1oplls，Aρ日W!IIS，Kagoshima Bay. 

日本から記録のないスズメダイ科クマノミ亜科タマノミ属の l種が鹿児島湾に 5個体生息しているこ

とが峨認され，そのうち l個体が採集された採集された標本は，限の後方に l白色横帯がある， 11焼香と啓

鰭が黒色であることなどから日本近海には分布しない AlIlphipriol1lIlelal10pllsと同定されたため，採集標

本に基づき，詳細な記載を行った.本種はグアム より北方の太平洋からは記録がないため，国外外来種で

ある可能性が高い

スズメダイ科クマノミ亜科魚類 (Pomacen

tridae: Amphiprionina巴)は，イン ド・ 太平洋で2

属29種が有効種として認められてお り(Fautin

and Allen， 1997; AlIen et a/.， 2008)，クマノミ属

(亜属)魚類は，形態，色彩パターン，宿主であ

言連絡先 (Correspondingallthor): go.synanceiidae@gmail.com 

るイソギンチャクの晴好性に基づいて 5類似

種群が認められている (Allen，1975; Fautin and 

Allen， 1997).そのうち，A1IIph伊riOl1ephippiu1II 

類似種群は，両眼間と項部に鱗がある，体高

が高い(体長は体高の 1.7-2.0倍)，背鰭条数が
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9-10腕， 16-18軟条である，背鰭軟条部の鰭膜

の縁辺は成魚、ではわずかに切込みがあるかも

しくは切込みがない，両顎には円錐歯が並ぶ，

4つの下尾骨が独立している，腹鰭基部の鱗

の突起が強く発達している，尾鰭が丸いもし

くはわずかに突出する，眼の後方に横帯が l

本あるかもしくはない，体と鰭の一部分が赤

みがかっている，および宿主としてサンゴイ

ソギンチャク EntaclI1aeaquadricolor Ruppell 

and L巴uckart，1828を好むなどによって特徴

づけられる (Falltinand Allen， 1997; All巴net al.， 

2008).本類似、種群は，A. barberi Allen， Dr巴wand

Kaufman， 2008， A. ephippiul1l (Bloch， 1790)，ハマ

クマノミ A.frenatus Br巴voort，1856， A. I1lccullo-

chi Whitl巴y，1929， A. melanopus Bleeker， 1852お

よびA.rubroGInctus Richardson， 1842の6手重で

構成されている (Allenet al.， 2008). 

2007年 9月24日に，第二著者によって鹿

児島湾桜島西岸の袴腰海岸沖の水深 3mで5

個イ本の A.melanopusカfスキューノTダイビング

により水中観察された (Fig目1).その後， 2007

年 11月27日に同所において 4個体の本種が

水中観察され，そのうちの 1個体が採集され

た.本種はこれまで日本国内から報告されたこ

とがないため，鹿児島湾から得られた個体を

ここに報告する目なお，本種はグアムからオー

ストラリアまでの西部太平洋に分布し，グア

ムより北方の太平洋からは記録がないため，

国外外来種と判断される.

方法

計数・計測方法は Allen(1975)に従った

計測はデジタルノギスを用いて 0.1mm単位

まで行った.生鮮時の体色の記載は，固定前

に撮影されたカラー写真に基づく，本報告で

用いた標本は，オーストラリア博物館 (AMS:

Allstralian Mllsellm)，鹿児島総合研究博物館

(KAUM: Kagoshima Univer・sityMuseum)，琉球

大学理学部海洋自然学科 (URM:University of 

th巴RyllkyllS)および西オーストラリア博物館

(W品 1:Western Australian Museum)に所蔵され

ており， KAUMの標本写真は同館の画像デー

タベースに登録されている

Amphipl'ioll melanopus Bl巴巴k巴r，1852 

[English name: R巴dand Black Anemon巴fish]

(Figs. 1-3; Table 1) 

AlI1phiprion lI1elallOpllS Ble巴k巴r，1852: 561 (type 10-

cality: Ambon， Moluccas， Indonesia). 

AlI1phipl・iOIl1I10llofasciatlls ThiolliとI巴inMontrouzier， 

1856: 476 (typ巴locality:Woodlark Island， Papua 

New Gllinea) 

Prochillls lI1acrostOll1a Ble巴k巴r，1877: 136 (type local-

ity: Ambon， Moluccas， Indon巴sia).

AlI1phiprioll arioll De Vis， 1884: 450 (typ巴locality:

South Seas)目

AlI1phiprion venveyi Whitl巴y，1933: 85 (typ巴locality:

Northwest Islet， Capricorn Group， Qll巴巴nsland，

Australia). 

標本 KAUM-I， 7348，標準体長55.1mm，鹿

児島県鹿児島市桜島町袴腰地先 (31"35'30"N， 

130"5'39乍)，水深 3m， 2007年 11月27日，タ

モ網，出羽慎一.

記載 計数値と体各部の標準体長に対する

割合を Table1に示す体は卯円形で，体高が高

く(体長は体高のl.8倍)，よく側偏する体長

は頭長の 3.1倍.吻は短く(頭長は吻長の 3.3

f音)，丸い目口は小さく，主上顎骨後端は眼の前
縁をわずかに超える.眼は丸く，大きい(頭長

は眼径の 3.4倍).鼻孔は 1対.頭長は両眼間隔

の2.8倍，尾柄高の1.9倍，尾柄長の 2.4倍，最

大背鰭腕長の 2.7倍，胸鰭長の1.1倍，腹鰭腕長

の1.1倍，尾鰭長のl.0倍前開蓋骨，問偲蓋骨，

および主偲蓋骨の後端に細かい鋸歯状の腕が

あり，主眼蓋骨上の腕は 26.側線は不完全で、背

鰭の第7軟条付近の直下で終わり，下尾骨ま

で達しない.歯数は上・下顎それぞれ約 38.体

全体が櫛鱗で覆われる.各鰭の基部は鱗で覆

われる胸鰭の後端は丸く，その後端は啓鰭始

部の直上を越える尾鰭の両葉後端は丸く，中

央はわず、かに湾入する
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Fig. 1. Underwater photograph of AlIlphipriolllllelolloplls. Off Hakamagoshi， Salcurajima， Kagoshi-

ma Bay， Japan， 4 m depth， 24 Sept. 2007， water temperature 28.5'C (specimens not collected) 

Photo by S. D巴wa.
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Fig. 2. Fresh sp巴cimenof Alllphipriolllllelalloplls. KAUM-I. 7348， 55.1 mm SL， off Hakamagoshi， 

Sakl.ll吋ima，Kagoshima Bay， Japan 

Fig.3. Pr巴S巴rvedspecimen of Alllph~初 iOIl lIIelalloplls (same specim巴nas Fig. 2). 

200 



荻原豪太-出羽慎一-本村浩之

Table. 1. Counts and measurements， expressed as percentages of standard I巴ngth，of specimens of AlIlphiprio/llllelo/lo・

pllS and A.fre/lollls 

A. lIlela/lOpllS A.ρ'e/la!lIs 
Kagoshima Bay Australia Japan， Philippines and Malaysia 

KAUM-I. 7348 /1=9 /1 = 11 

Standard length (mm) 55.1 31.5-74.5 51.8-108.1 

Counts Modes Modes 

Dorsal fin rays X，18 X，16-18 X，17 IX-X， 17-18 IX，18 

Anal自nrays 11，14 11， 13-14 11， 14 I1， 13-15 II，14 

Pectoral fin rays (Ieft / right) 20/20 18-19/18-19 18/ 19 18-20/18-20 19119 

Pelvic白nrays 1，5 1，5 1，5 1，5 1，5 

Pored lateralline scal巴s 31 37-42 42 32-42 36，38 

Scale rows in longitudinal series 52 49-54 51 49-58 52 

Scales above lat巴ralline 4 3-5 4 4-7 4，5 

Scales below lateralli日巴 18 16-22 18，19 19-22 19，21 

Predorsal scales 20 19-24 22 19-23 23 

Gill rakers 17 17-18 17 16-20 18 

Teeth (upper / lower) 38/38 30-41 /26-39 30/34，35 31-34/31-38 

Opercular spines 26 32-37 33 

Measurements Means Means 

Body depth 55.9 49.6-54.5 52.5 50.8-57.6 54.1 

Head length 31.8 30.2-32.8 31.8 30.7-34.6 32.4 

Snout length 9.6 8.4-11.7 10.5 10.0-11.4 10.6 

Eye diametel 9.4 9.3-13.0 10.5 7.3-10.8 9.4 

Postorbitall巴ngth 16.5 13.0-17.1 15.6 15.3-17.7 16.9 

Interorbital width 11.4 9.2-11.1 10.4 9.8-12.3 10.7 

Predorsal fin length 37.9 39.9-42.4 41.4 39.6-43.5 41.6 

Preanal fin length 61.9 61.8-65.6 63.5 62.1-67.1 63.6 

Prepelvic fin length 44.8 37.9-41.4 39.7 40.2-43.2 41.9 

Dorsal fin base length 62.8 57.0-62.0 60.7 59.8-65.9 62.5 

Anal白nbase 1巴ngth 33.0 27.4-33.7 30.3 28.0-34.4 31.9 

Pectoral自nlength 28.9 25.2-28.9 27.3 24.8-33.2 28.7 

Pelvic fin length 29.0 24.6-35.。 28.2 24.9-30.1 27.6 

Pelvic fin spin巴length 16.0 14.6-24.8 17.1 11.7-18.3 16.0 

1 st dorsal fin spine length 8.7 7.4-16.6 9.5 6.7-11.4 9.4 

2nd dorsal fin spine length 10.7 7.8-17.1 10.1 9.3-13.5 11.3 

3rd dorsal fin spine length 11.4 8.3-10.1 9.3 10.7-15.1 12.8 

Last dorsal fin spine length 10.9 7.6-12.7 9.1 9.8-13.9 11.9 

1st anal品nspin巴length 4.9 4メト6.7 5.6 4.5-7.2 6.1 

2nd anal fin spin巴l巴ngth 10.2 8.7-11.7 9.7 9.3-12.2 10.9 

Caudal peduncl巴depth 16.7 15.1-17.5 16.8 15.5-18.3 16.9 

Calldal peduncle length 13.4 11.6-16.9 14.8 13.4-16.0 14.3 

Calldal白n1巴ngth 31.4 27."ト31.0 29.5 24.2-32.0 28.8 
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Fig. 4. Fresh specim巴nof Alllphiprioll fi'ell(/f/l.l'. KAUM-I. 24263， 51.8 I1lm SL， 0斤Wase，SUI川Iyo
Bay， Al1lami-oshil1la Island， Kagoshima， Japan. 

生鮮時の体色 (Fig.2) 体側の前方部は赤み

を帯びた樫色で，背鰭第 l赫起部と瞥鰭第 l赫

起部を結んだ線より後方から尾柄の前半部ま

でが黒色目尾柄後半部は黄色.眼の直後に黒色

で縁取られた鮮やかな白色横帯がある.体の

地色は全体的に濃い，背鰭腕部は濃桂色で軟

条部は腕部と比較してやや明るい濃糧色尾

鰭の基部付近は黄白色で，それより後方は黄

色みを帯びた白色尾鰭縁辺は黄色で縁取ら

れ，尾鰭の後方に向かうにつれて黄色が薄く

なる.胸鰭は鮮やかな樫色.腹鰭と啓鰭は一様

に黒色.

ホルマリン固定後， 70%エチルアルコールで

保存した標本の体色 (Fig.3) 体側の前半部の

糧色部は退色し， jjtい灰色.眼の直後の白色横

帯は灰色体側の後半部と腹鰭，骨鰭の黒色部

は生鮮時よりくすんだ黒色.背鰭，尾鰭，胸鰭

はくすんだ白色.
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備考 本標本は，縦列鱗数が52と多い(ク

マノミ亜科以外のスズメダイ科の他属では

12-35)，前自思葦骨，間関蓋および主開蓋骨の後

端に細かい鋸歯状の赫がある，頬(前偲蓋)に

l本の大きな腕がないことによ り，クマノミ

属と同定される(モイヤー， 2001; Aonuma and 

Yoshino， 2002;荒賀，2006).本標本は，A. ephip-

plUIiI類似種群(特徴は緒言参照)に含まれ，眼

の後方に黒色で縁取られた 1本の白色横帯が

あり，両眼聞の鱗域が眼の前端を超えないこ

と(A.ephippiu111では眼の後方に白色横帯がな

く，両眼聞の鱗域が眼の前端を超える)，腹鰭

が一様に黒色であり [A.ρ'el1a!IIS(Fig. 4)，およ
びA.rubJ町 lI1C!USでは腹鰭が明るい赤色]，頭

部と胸部が赤みがかった桂色で体側後半部が

濃茶色から黒色である (A.barberiでは赤みが

かった濃茶色の項部と背部上方以外の体と鰭

が赤みがかった桂色，A. I11ccullochiでは吻部
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が淡灰色で吻部以外の体は濃茶色)ことから

A. melωlOpUSと同定された (All巴n，1975; Allen 

et al.， 2008).本研究で使用した標本は， AlIen et 

al. (2008)の示した記載にある A.melallopllsの

典型的な色彩に一致した (Fig.2).しかし，A.

1I1elallopllSのうち，ノTヌアツとニューカレドニ

ア産の個体群では体側の後半部が赤みを帯び

た糧色 (AlIenet al.， 2008)，サンゴ海産の個体群

では眼の後方に白色横帯がない (Fautinand Al-

len， 1997・91，unnumbered fig.;モイヤー， 2001: 

57， unnumbered白g.)，メラネシア産の個体群で

は啓鰭が黒色でない (AlIen，1975)など，本種の

典型的な色彩とは異なる地理的変異が確認さ

れており，個体群によっては類似種との識別

に色彩を分類形質として用いることが困難で

ある

Allen (1975)は，色彩以外の分類形質として

ハマクマノミの歯数を 36-42，A. melallopusの

歯数を 30-34と記載している.鹿児島湾産 A.

melallopusの標本は両顎ともに約 38であり，

本研究で比較に用いた A.lIlelallOpusの標本 (9

個体)では歯数が 2ド~1 であったしたがって

歯数を用いた両種の識別は不可能で、あること

が分かつた.

AII巴net al. (2008)は，A. lIlelallOpusの特徴と

して主鯉蓋骨後端の腕数が標準体長 55mm以

上の成魚、で 19-26であるとし，本研究に用いた

A. lIlelallOpusの標本は約 26で一致した.一方，

ハマクマノミ (KAUM-I.16580， 24263-4)では

約 32-37であった.本研究では主偲蓋骨後端の

腕数を計数した標本数が少ないため，断定す

ることはできないが，A. lIlelanopusを含めた A.

ephippiwl1類似種群では主眼葦骨後端の腕数

が種の識別形質として有効となる可能性があ

る.

鹿児島湾の標本は， 2007年9月24日にサン

ゴイソギンチャクと共生しているところが観

察された (Fig.1) (同年 11月27日に採集)こ

れは， A. 1I1elanopllsがサンゴイソギンチャクを

好んで、選十尺すること (Fautinand Allen， 1997)に

一致する.2007年9月24日に観察された 5個

体のうちの l個体は，翌年5月 12日にも同所

での生息が確認された(水温は 19
0

C).しかし，

その後同所では本種を 1個体も確認すること

はできなかったことから，鹿児島湾における

本種の個体群は死滅したものと考えられ，湾

内で再生産している可能性は極めて低い

また，本種は北はグアムから南はオースト

ラリアまで，西はインドネシアから東はマー

シャル諸島までの西部太平洋に分布するため

(AlI巴net al.， 2008)，黒潮などの海流による偶発

来遊の可能性は極めて低い • A1I1phiprioll mela-

nopusは観賞魚、として人気があり，多くの熱帯

魚、庖で販売されていることから，本標本は人

為的導入の可能性が極めて高い.さらに，本種

が沖合で5個体まとまって単一のイソギンチ

ャクと共生しているところを確認されたこと

から，同個体群は沿岸から直接湾内へ放流さ

れたのではなく，ダイパーによって意図的に

このイソギンチャクの周辺に放流された可能

性が極めて高い.

比較標本 ハマクマノミ:KAUM-I. 16580 

(UMTF 1319)，標準体長 55.4mm，マ レーシア・

トレンガヌ州 ・ピドゥン島南方沖の小島北

側 (05
0

35'56"S，1 03
0

03' 48"E)，オくj栄10-15m， タ

モ綱， 2008年 10月 13日，目黒昌利;KAUM-I. 

24263，標準体長51.8mm，鹿児島県奄美市住

用町和瀬地先 (28
0

17'38"N， 1 29
0

28'33"E)，水深

0.5-1.0 m， 2009年 11月 17日，タモ網，荻原豪

太 ・豊田克也;KAUM-I. 24264，標準体長 108.1

mn1，標本データは KAUM-I.24263と同じ，

URM-P 18534，標準体長 59.5mm，沖縄県恩納

村， 1986年 12月;URM-P 19360，標準体長75.3

mm，沖縄県沖縄本島， 1987年 8-9月;URM-P 

22593，標準体長 87.6nml，沖縄県， 1989年 5-9

月;URM-P 44584， 5個体，標準体長56.9-76.1

111111 ，フィリピン， 1989年 1-4月.

AlIlphiprion lIIelalloplls: AMS IA. 5064 (A. 

1叩 weyiのパラタイプ)，標準体長 39.1111111，オ

ーストラリア ・クィーズ、ランドナ|↑ (24043'S，

15I
0

42'E)， 1931年 5月25日， G. Whitley; AMS 
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IA. 5065 (A. venveyiのホロタイプ)，標準体長

66.5 mm，標本のデータは AMSIA. 5064と同

じ;AMS 1. 16651-008，標準体長 31.5mm，パラ

オ諸島マラカル水路， 1971年 12月24日， G

Allen; AMS 1. 37905-044，標準体長 73.1mm， 

ノTヌアツ・エファテ島シヴイ リ(17'31'05"S， 

168
0

19'64"E)，水深 0-6m， 1997年5月4日，M.

McGroutherーほか;WAM P. 27473-001， 5個体，標

準体長 50.2-74.5mm，オース トラリ ア・ク イー

ンズランド州・グレートバリアリ ーフ ・エス

ケープ礁(15
0

50'S，145"50'E)，突き， 1981年 11

月 1日， G目Allen'T. Ayling. 
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